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研究成果の概要（和文）： 

 食用果実の有する機能解明を目的に，トマト，クロマメノキ，タイ産ナス，コショウボク，
ならびにセイヨウニンジンボクの各果実の成分研究を行い，20 種の新規化合物を含む 98 種の
化合物を分離し，それらの化学構造を決定した．また，それらの果実のエキスならびに成分に
ついて抗酸化活性試験，癌細胞増殖抑制活性試験，抗痛風活性試験ならびに抗炎症活性試験を
行い，活性を示すエキスならびに成分を見出した． 
 

研究成果の概要（英文）： 
 For the elucidation of the various biological functions of the edible fruits, we studied on 

the constituents from the fruits of Lycopersicon esculentum, Vaccinium uliginosum L., 

Solanum melongena L., Schinus molle L., and Vitex agnus-castus L. These studies resulted 

in the isolation and structural elucidation of 98 compounds including 20 new compounds. 

In addition, antioxidative activities, antiproliferative activity against cancer cells, antigout 

activity, and antiinflammation activity of the extracts and some constituents from the 

fruits were examined and some extracts and constituents showed the activities. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年，食生活の変化に伴って糖尿病や，高
血圧，痛風等の生活習慣病，アレルギーなら
びにがん等の疾患が増加してきている．また，
健康の保持増進ならびに疾患の予防に対し

て，食品を活用するという社会的なニーズが
ますます高まってきている． 

 

２．研究の目的 

 食生活を通して人々の健康に貢献するため
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の科学的エビデンスを得るために，ブルーベ
リーやトマト等の食用果実の有する新たな
三次機能を発見するとともに，その機能を分
子レベルで解明することを目的とする．  

 

３．研究の方法 

 食用果実のエキスを作成後，各エキスにつ
いて様々な生物活性試験を行う．また，エキ
ス中の成分を，各種担体を用いたカラムクロ
マトグラフィーならびに高速液体クロマト
グラフィー（HPLC）を駆使し，分離・精製
する．次いで，精製した化合物の化学構造を
核磁気共鳴（NMR）法ならびに質量分析（MS）
法をはじめとする機器分析および化学反応
を用いて決定する．さらに，構造決定した化
合物の各種生物活性を測定する． 

 
４．研究成果 
（１）クロマメノキ果実に関する研究 

 クロマメノキ(Vaccinium uliginosum L.)は本

邦産ブルーベリーの一種である．本果実のメ

タノール（MeOH）エキスはロダン鉄法によ

る 抗 酸 化 試 験 で 合 成 抗 酸 化 物 質 の

3-tert-butyl-4-hydroxyanisole (BHA)と同程度

の強い活性を示した（Fig. 1）．また，このエ

キスから各種クロマトグラフィーを用いて

２種の新規ポリフェノール（1，2）を５種の

既知フェノール類（3—7）とともに分離し，

それらの化学構造を機器分析データを用い

て決定した（Fig. 2）．これらの化合物はいず

れもロダン鉄法による抗酸化試験で，天然抗

酸化物質の-tocopherol と同程度あるいはそ

れ以上の強い活性を示した．さらに，４種

（EC50 (M): 1, 16.6; 3, 10.2; 6, 24.4; 7, 21.9）は，

1,1-diphenyl-2-picrylhydrazyl（DPPH）ラジカ

ル消去活性試験で，-tocopherol より，強い

ラジカル消去活性を示した（Fig. 3）． 

（２）コショウボク果実に関する研究 

 コショウボク(Schinus molle L.)の果実は飲

み物に用いたり，ピンクペッパーと称し，食

物の風味や彩りに用いる．本果実のメタノー

ルエキスから，１種の新規セスキテルペノイ

ド（8）を含む 12 種のセスキテルペノイド

（8—19），６種のトリテルペノイド（20—25）
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ならびに４種のフラボノイド（26—29）を分

離した．また，それらの化学構造を X線結晶

構造解析等の機器分析により決定した(Fig. 

4)．これらの化合物のうち，３種のフラボノ

イド（26—28）はロダン鉄法で-tocopherol

と同程度の活性を示した（Fig. 5）．さらに，

１種のフラボノイド（27）は-tocopherol よ

り強いDPPHラジカル消去活性を示した（Fig. 

6）． 

 

 

（３）ナス果実に関する研究 

 タイ産ナス(Solanum melongena L., ‘Ma 

kheuua prau’)から４種の既知ステロイド配糖

体（30—33）を分離し，それらの化学構造を

明らかにした(Fig. 7)．ナス果実からステロイ

ド配糖体が分離されたのは，本研究がはじめ

てと考えられる．尚，これらの化合物のうち

３種（30，31，33）はヒト白血病細胞株（HL-60）

の増殖抑制活性を有することを明らかにし

ている． 

 

（４）セイヨウニンジンボク果実に関する研

究 

 セイヨウニンジンボク（Vitex agnus-castus 

L.）の乾燥した果実は，健康食品やハーブテ

ィーとして利用されている．本果実をヘキサ

ン，アセトン，MeOH で順次パーコレーショ

ンした．このうち，ヘキサン抽出画分から８

種の新規化合物（34—41）を含む 14 種のジ

テルペノイド（34—47）ならびに各１種のノ

ルジテルペノイド（48）とフラボノイド（49）

を分離，構造決定した．アセトン抽出画分か

らは，２種の新規（50，51）を含む 10 種の

ジテルペノイド（36，46, 47，50—56）,４種

のトリテルペノイド（57—60）および１種の

セスキテルペノイド（61）を分離，構造決定

した（Fig. 8, 9）．さらに，MeOH 抽出画分か

らは１種の新規ジテルペノイド配糖体（62），

２種のモノテルペノイド配糖体（63，64），

３種のイリドイド配糖体（65—67），１種の

ヘミテルペノイド配糖体（68），２種のフラ

ボノイド（69，70），ならびに１種のリグナ

ン配糖体(71)を分離，構造決定した．また，
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MeOH溶出画分に各種抗酸化試験の評価を行

い，活性を見出した（Fig. 10）． 

 

（５）トマト果実に関する研究 

 桃 太 郎 種 ト マ ト １ 品 種 （ Lycopersicon 

esculentum，‘モモタロウファイト’）ならび に

ミニトマト２品種（DUNAL） ALEF.，‘コモモ

’と‘千果’）の果実を材料に成分研究を行っ

た．‘モモタロウファイト’からは１種の新規

ヘミテルペン配糖体（72），３種のステロイド

配糖体（73—75），４種の芳香族化合物（76—79

），ならびに１種のイオノン配糖体（80）を分

離，構造決定した（Fig. 11）．‘コモモ’から

は３種の新規化合物（81—83）を含む９種の

芳香族配糖体（78，81—88）と１種のステロ

イド配糖体（89）を分離，構造決定した（Fig. 

11）．‘千果’の果実からは１種の新規化合物

（90）を含む３種のステロイド配糖体（75，

89，90）ならびに１種の新規フェノール配糖

体（92）を含む６種の芳香族化合物（85，88

，91—94）を分離，構造決定した（Fig. 11）． 

‘モモタロウファイト’の３種の芳香族化合

物に弱いDPPHラジカル消去活性を見出し
た．また，‘モモタロウファイト’および‘

コモモ’の両エキスについて，HL-60，ヒト乳

癌細胞株（MCF-7），ヒト大腸癌細胞株（Caco-2

）およびヒト肝臓癌細胞株（HepG2）の増殖

抑制活性試験を行い，‘モモタロウファイト’
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のエキスに弱いながらも活性を見出した(Fig. 

12，Fig. 13)．さらに，‘モモタロウファイト

’と‘コモモ’のエキスに抗痛風効果の指標

となるキサンチンオキシダーゼ阻害活性なら

びに抗炎症効果の指標となるヒアルロニダー

ゼ阻害活性試験を行い，‘コモモ’のエキスに

弱いながらも両活性を見出した．また，トマ

ト果実には品種による成分の差異，ならびに

これに伴うと考えられる生物活性の違いが見

られた． 

 
 身近な食材であっても，その成分や生物機
能が詳細に研究された例は少ない．特に，ト
マトは世界中で最も食されている野菜の一
つであるが，このトマトからも６種の新規化
合物を含む様々な成分を分離，構造決定した．
今日，トマトの機能性成分としてはリコピン
が注目されているが，今後，本研究で得た成
分の生物活性を詳細に研究することで，トマ
トの有する新たな生物機能が分子レベルで
明らかにされていくと共に，それらの機能性
成分を利用した予防医学的なサプリメント
開発に繋がることが期待される．また，本研
究材料とした他の果実成分についても，今後，
様々な生物活性試験を行っていく予定であ
る．食用植物に含まれる機能性成分を明らか
にし，それらを用いて健康を維持することは，
本邦における人口の高齢化，生活習慣病の増
加，ならびに医療費の高騰等の社会的問題の
軽減という観点からも意義あることと考え
られる． 
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